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成
長
戦
略
と
し
て
の

自
由
化

F
O
C
U
S

深夜にもかかわらず、東京湾を横断する東
京ゲートブリッジの建設が進んでいる。日
本も世界の懸け橋となるには、成長の停
滞は許されない（川北茂貴／アフロ）

現
在
、
日
本
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る

自
由
化
を
め
ぐ
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
に
成
長
を
も
た
ら
す

新
た
な
政
策
の
必
要
性
が
模
索
さ
れ
る
な
か
、

わ
が
国
が
採
る
べ
き
戦
略
と
は
何
か
。
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慶
應
義
塾
大
学
教
授

木
村
福
成

き
む
ら　

ふ
く
な
り　

一
九
九
一
年
米
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
大
学
院
に

てPh.D

（
経
済
学
）
取
得
。
慶
應
義
塾
大
学

助
教
授
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
現
職
。

東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も
務
め
る
。
著
書
に『
日

本
通
商
戦
略
論
』『
検
証
・
金
融
危
機
と
世
界

経
済
』（
と
も
に
共
編
著
）
な
ど
多
数
。

地
域
主
義
が
生
み
出
す

二
一
世
紀
型
国
際
分
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

二
〇
世
紀
以
来
世
界
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
た
「
貿
易
自
由
化
」
は
、

二
一
世
紀
に
入
っ
て
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り

そ
の
必
要
と
す
る
領
域
と
意
義
を
一
段
と
拡
大
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
主
義
は
現
在
そ
の
自
由
化
を

進
め
る
の
に
も
っ
と
も
有
力
な
政
策
手
段
で
あ
り
、

日
本
も
積
極
的
な
対
応
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。

　
「
貿
易
自
由
化
っ
て
、
本
当
に
い
い
こ
と
な
の
で
す
か
？
」
と
い

う
素
朴
だ
が
重
要
な
質
問
を
受
け
る
た
び
、
少
々
が
っ
か
り
す
る
。

著
者
が
専
門
と
し
て
い
る
国
際
貿
易
論
と
い
う
分
野
は
貿
易
自
由
化

を
説
く
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
ま
で
い
っ
た
い
何
を
し

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

　

国
際
貿
易
論
に
は
、
政
府
が
経
済
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
雲
の
上
に

あ
っ
て
常
に
最
適
な
政
策
を
施
行
し
う
る
と
考
え
る
経
済
学
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
政
策
が
経
済
主
体
の
相
互
作
用
の
な
か
で
形
成
さ

れ
て
い
く
と
考
え
る
政
治
経
済
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
そ

れ
ら
を
た
ど
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
い
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
論
理

的
に
は
し
っ
か
り
と
筋
の
通
っ
た
自
由
貿
易
の
正
当
化
が
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
人
々
を
説
得
し
切
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

そ
れ
は
、
国
際
貿
易
論
自
身
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
現
実
経

済
の
実
態
に
即
し
た
政
策
論
を
十
分
に
展
開
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ

ろ
う
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
現
在
を
「
第
二
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
（
生
産
工
程
・
タ
ス
ク
単

位
の
分
離
）」
の
時
代
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
、前
世
紀
の
「
第

一
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
（
生
産
と
消
費
の
分
離
）」
の
時
代
と
は

国
際
分
業
の
形
態
が
は
っ
き
り
と
異
な
っ
て
き
て
お
り
、
し
た
が
っ
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て
必
要
と
さ
れ
る
国
際
経
済
秩
序
も
変
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
新

時
代
に
対
応
し
た
経
済
学
的
・
政
治
経
済
学
的
分
析
は
、
ま
だ
十
分

に
熟
成
さ
れ
て
い
な
い
。
理
論
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特
に
政

策
論
の
展
開
や
政
策
効
果
の
数
量
化
に
つ
い
て
、
現
実
経
済
に
大
き

く
後
れ
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
は
、
こ
と
製
造
業
に
関
し
て
は
、
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
い
う
形
で
の
第
二
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
が
世
界
で
も
っ
と
も
進

ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
。
日
本
企
業
は
そ
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
日
本
企
業
の
競
争

力
の
源
泉
も
そ
こ
に
存
在
す
る
。日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
諸
国
と
結
ん
で
き
た
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
は
、

生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
活
性
化
の
た
め
に
、
単
な
る
関
税

撤
廃
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
モ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
二
一
世
紀
型
地
域
主
義
の
原
型
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
、
新
た
な
国
際
経
済
秩
序
の
モ
デ
ル
構
築
に

向
け
て
、
地
域
間
の
競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
も
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
東

ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
も
、
主
導
権
を
発
揮
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
も

の
で
あ
る
。

　

新
時
代
に
即
し
た
国
際
経
済
秩
序
の
構
築
、
二
一
世
紀
型
地
域
主

義
の
確
立
は
、
本
来
、
日
本
が
担
う
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
し
か
し
日

本
は
、
こ
の
新
た
な
動
き
の
歴
史
的
意
義
を
十
分
理
解
せ
ず
、
目
先

の
国
内
政
治
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

が
、
日
本
の
国
際
的
地
位
の
相
対
的
低
下
を
加
速
し
て
い
る
。

　

本
論
考
で
は
、
新
時
代
の
貿
易
自
由
化
の
意
味
を
経
済
学
と
政
治

経
済
学
の
論
理
を
用
い
て
解
き
ほ
ぐ
し
、
そ
の
国
際
経
済
秩
序
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
日
本
の
経
済
外
交

の
進
む
べ
き
道
を
考
え
て
い
き
た
い
。

二
〇
世
紀
型
国
際
分
業
と
マ
ル
チ
の
貿
易
自
由
化

　

ま
ず
、
旧
来
型
の
国
際
分
業
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
貿
易
自
由
化

に
つ
い
て
、
復
習
し
て
お
く
。

　

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
い
う
と
こ
ろ
の
第
一
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン

グ
は
、
蒸
気
機
関
に
よ
る
大
量
輸
送
革
命
に
喚
起
さ
れ
た
も
の
で
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
本
格
化
し
た
。
そ
こ

で
は
、
生
産
と
消
費
の
国
境
を
越
え
た
分
離
が
進
行
し
、
産
業
単
位

の
国
際
分
業
が
発
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
分
業
を
「
二
〇
世
紀

型
国
際
分
業
」
と
呼
ぼ
う
。

　

二
〇
世
紀
型
国
際
分
業
で
必
要
と
さ
れ
る
国
際
的
政
策
環
境
は
、

主
と
し
て
最
終
財
の
自
由
貿
易
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
の
国
際
貿
易

に
お
い
て
は
、
大
量
輸
送
に
よ
る
輸
送
費
軽
減
に
重
き
が
置
か
れ
、

ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
精
緻
な
ロ
ジ
ス
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テ
ィ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。し
た
が
っ

て
、
対
象
と
な
る
主
た
る
政
策
モ
ー
ド
も
、
関
税
と
そ
の
他
国
境
措

置
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

経
済
学
に
よ
る
自
由
貿
易
の
正
当
化
は
、
部
分
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ

と
一
般
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
若
干
異
な
る
二
つ
の
理
論
を
用
い

て
行
わ
れ
る
。
部
分
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
一
つ
の
産
業
の
み
を

切
り
出
し
て
き
て
、
し
か
も
産
業
間
調
整
が
起
き
る
前
の
短
期
を
想

定
す
る
。
輸
入
競
争
産
業
に
お
い
て
は
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、

国
内
価
格
が
国
際
価
格
ま
で
下
が
り
、
消
費
者
余
剰
が
増
加
す
る
。

生
産
者
余
剰
と
関
税
収
入
は
減
少
す
る
が
、
消
費
者
余
剰
の
上
昇
分

は
そ
れ
ら
の
総
計
を
上
回
る
こ
と
と
な
る
。輸
出
産
業
に
つ
い
て
は
、

単
純
な
二
国
モ
デ
ル
を
用
い
る
な
ら
ば
、
外
国
の
貿
易
自
由
化
に
よ

り
、
生
産
者
余
剰
が
増
加
す
る
。
国
内
価
格
上
昇
に
よ
っ
て
消
費
者

余
剰
は
減
少
す
る
が
、
生
産
者
余
剰
の
上
昇
分
が
そ
れ
を
上
回
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
全

体
の
総
余
剰
は
増
加
す
る
。

　

一
方
、
一
般
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
民
経
済
全
体
を
対
象
と
し
、

産
業
間
調
整
が
起
き
た
後
の
長
期
を
想
定
す
る
。
そ
こ
で
は
、
貿
易

自
由
化
に
よ
り
、
国
際
競
争
力
の
弱
い
産
業
か
ら
強
い
産
業
へ
と
資

本
・
労
働
等
の
資
源
が
再
分
配
さ
れ
、
経
済
全
体
の
効
率
性
が
改
善

さ
れ
、
社
会
的
厚
生
が
向
上
す
る
。

　

理
論
上
は
、
貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
総
余
剰
も
し
く
は
社
会
的
厚

生
が
低
下
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
自
国
が
大

国
で
交
易
条
件
が
変
化
す
る
場
合
、
外
部
性
や
規
模
の
経
済
性
が
存

在
し
市
場
の
失
敗
が
見
ら
れ
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
は
お
お
む
ね
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
貿
易
政
策
は
フ
ァ
ー

ス
ト
・
ベ
ス
ト
・
ポ
リ
シ
ー
で
な
く
新
た
な
市
場
の
歪
み
を
生
ん
で

し
ま
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
義
的
な
政
策
論

（the rule of thum
b

）
と
し
て
は
自
由
貿
易
が
支
持
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
政
治
経
済
学
に
よ
る
自
由
貿
易
の
正
当
化
が
議
論
を
補

完
す
る
。
自
由
貿
易
の
大
き
な
利
点
の
一
つ
は
、
恣
意
的
な
貿
易
保

護
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
た
政
策
レ
ン
ト
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
い
っ
た
ん
自
由
貿
易
と
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
非
効

率
な
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グ
が
起
き
る
余
地
も
縮
小
す
る
。

　

ま
た
、「
輸
出
は
善
で
輸
入
は
悪
」
と
の
、経
済
学
的
に
は
誤
っ
た
、

一
見
重
商
主
義
的
な
思
い
込
み
が
、
世
間
一
般
に
流
布
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
消
費
者
よ
り
も
生
産
者
の
ほ
う
が
有
効
な
ロ
ビ
ー
イ

ン
グ
を
組
織
し
や
す
く
、
ま
た
政
治
的
調
整
費
用
が
輸
入
競
争
産
業

へ
の
手
当
て
よ
り
も
輸
出
産
業
振
興
の
ほ
う
が
小
さ
い
た
め
に
生
じ

て
く
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
っ
た
ん
貿
易
自

由
化
に
よ
っ
て
輸
出
産
業
が
強
化
さ
れ
、
輸
入
競
争
産
業
が
縮
小
す

れ
ば
、
次
第
に
輸
出
産
業
の
政
治
的
影
響
力
が
強
く
な
っ
て
、
さ
ら
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な
る
貿
易
自
由
化
が
推
進
さ
れ
う
る
（
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
ー
ト
効
果
）。

　

第
一
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
文
脈
で
の
貿
易
自
由
化
が
国
際
経

済
秩
序
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
、
各
国
が
産
業
単

位
の
棲
み
分
け
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
貿
易
を
通
じ
た
国
際
融
和

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
、

こ
の
段
階
で
の
自
由
化
で
は
、
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
／
現
・
世
界
貿
易
機
関
〈
Ｗ
Ｔ
Ｏ
〉）
主
導
の
マ
ル
チ
の

貿
易
自
由
化
が
有
効
性
を
発
揮
し
て
き
た
。
一
方
、
地
域
主
義
は
、

特
に
域
外
国
に
対
す
る
差
別
的
待
遇
か
ら
生
ず
る
貿
易
転
換
と
い
う

負
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。

二
一
世
紀
型
国
際
分
業
と
二
つ
の
「
接
続
性
」

　

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
唱
え
る
第
二
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
革
命
に
喚
起
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
る
。
そ
こ
で
は
、

国
境
を
超
え
た
生
産
の
フ
ラ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
生
産
工

程
・
タ
ス
ク
単
位
の
国
際
分
業
が
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際

分
業
を
「
二
一
世
紀
型
国
際
分
業
」
と
呼
ぼ
う
。

　

二
一
世
紀
型
国
際
分
業
の
結
果
と
し
て
、
部
品
・
中
間
財
貿
易
が

爆
発
的
に
増
大
し
、
単
な
る
大
量
輸
送
に
よ
る
輸
送
費
軽
減
を
超
え

て
、時
間
コ
ス
ト
や
信
頼
性
に
重
き
を
置
い
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・

サ
ー
ビ
ス
も
不
可
欠
と
な
っ
て
き
た
。
先
進
国
と
発
展
途
上
国
・
新

興
国
と
の
間
の
国
際
分
業
は
、
産
業
単
位
の
比
較
優
位
に
基
づ
い
て

固
定
化
す
る
傾
向
が
高
か
っ
た
状
態
か
ら
解
き
放
た
れ
、生
産
工
程
・

タ
ス
ク
単
位
で
迅
速
か
つ
大
胆
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
開
発
戦
略
論
に
も
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

生
産
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
国
境
を
越
え
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
国
際
的
政
策
環
境
整
備
の
対
象

も
、
単
な
る
関
税
・
国
境
措
置
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
国
内

政
策
と
し
て
切
り
離
さ
れ
て
き
た
政
策
モ
ー
ド
に
ま
で
及
ん
で
く

る
。
そ
こ
で
は
、
発
展
途
上
国
・
新
興
国
に
お
け
る
生
産
の
フ
ラ
グ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
耐
え
う
る
立
地
の
優
位
性
の
実
現
と
、
離
れ
て

置
か
れ
た
生
産
ブ
ロ
ッ
ク
間
を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
・
リ
ン
ク
・
コ

ス
ト
の
軽
減
が
、
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
手
当

て
が
必
要
と
な
る
政
策
モ
ー
ド
は
、
関
税
・
国
境
措
置
に
加
え
、
制

度
的
接
続
性
（institutional connectivity

）
と
物
理
的
接
続
性

（physical connectivity

）
に
関
わ
る
諸
要
素
に
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。

　

制
度
的
接
続
性
に
関
わ
る
政
策
に
は
、
第
二
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン

グ
を
活
性
化
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
通
商
政
策
お
よ
び
国
内
政

策
、
す
な
わ
ち
、
貿
易
円
滑
化
、
サ
ー
ビ
ス
・
投
資
の
自
由
化
・
円

滑
化
、
政
府
調
達
の
自
由
化
、
知
財
保
護
、
競
争
政
策
、
規
制
緩
和
、

法
制
・
経
済
制
度
の
調
和
・
収
束
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
物
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理
的
接
続
性
に
関
す
る
政
策
に
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
フ

ラ
や
電
気
通
信
網
の
整
備
な
ど
、
単
な
る
経
済
統
合
を
超
え
た
開
発

ア
ジ
ェ
ン
ダ
も
含
ま
れ
て
く
る
。

　

経
済
学
に
よ
る
貿
易
自
由
化
の
正
当
化
に
つ
い
て
も
、
論
理
の
組

み
替
え
が
必
要
と
な
る
。部
分
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
に
即
し
て
言
え
ば
、

産
業
単
位
で
は
な
く
生
産
工
程
・
タ
ス
ク
単
位
の
国
際
分
業
が
進
行

し
、
資
本
・
技
術
の
国
際
間
移
動
も
加
速
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
必
然
的
に
、
生
産
性
向
上
、
製
品
差
別
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
が
増
大
し
、
そ
れ
ら
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
静
学

的
・
動
学
的
総
余
剰
が
拡
大
す
る
。
一
般
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ

け
ば
、
資
本
・
技
術
の
国
際
間
移
動
性
の
向
上
、
企
業
活
動
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
行
、
立
地
の
優
位
性
を
め
ぐ
る
競
争
激
化
に
よ
っ
て
、

静
学
的
・
動
学
的
社
会
的
厚
生
が
向
上
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
こ
の
段
階
に
至
る
と
、
経
済
の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
に

素
早
く
円
滑
に
産
業
調
整
を
行
え
る
か
が
、
従
来
以
上
に
重
要
と

な
っ
て
く
る
。第
二
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
関
わ
る
民
間
部
門
は
、

政
策
決
定
者
の
思
惑
よ
り
も
、
は
る
か
に
創
意
に
満
ち
、
動
き
も
速

い
。
産
業
調
整
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
促
進

す
る
よ
う
な
政
策
体
系
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
空
間
経
済
学
の
い
う
と
こ
ろ
の
集
積
力
と
分
散
力
の
バ
ラ

ン
ス
に
よ
っ
て
開
発
格
差
へ
の
含
意
も
変
わ
っ
て
く
る
。
立
地
の
優
位

日本を含めたアジア各国で製造された素材や部品を輸入して完成車を組み
立てるインドネシアの自動車工場。同一産業内の国際分業（フラグメンテー
ション）は「第 2のアンバンドリング」の典型である（ロイター／アフロ）
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性
の
改
善
と
サ
ー
ビ
ス
・
リ
ン
ク
・
コ
ス
ト
の
軽
減
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
る
産
業
集
積

の
形
成
と
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
よ
り
、
経
済
統
合
の
深
化
と

開
発
格
差
の
是
正
を
同
時
に
追
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

政
治
経
済
学
的
に
も
、
東
ア
ジ
ア
の
よ
う
に
う
ま
く
歯
車
が
回
り

始
め
る
と
、
貿
易
自
由
化
が
加
速
度
的
に
正
の
経
済
効
果
を
生
み
出

す
よ
う
に
な
る
。
発
展
途
上
国
・
新
興
国
の
間
で
は
、
直
接
投
資
獲

得
と
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
を
め
ぐ
っ
て
貿
易
・
投
資
の
自

由
化
・
円
滑
化
競
争
が
進
行
し
、
ま
た
地
域
統
合
へ
と
な
だ
れ
込
む

ド
ミ
ノ
効
果
も
起
き
て
く
る
。
発
展
途
上
国
・
新
興
国
に
お
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
整
備
の
促
進
、
多
国
籍
企
業
を
積
極
的
に
利
用
す
る
開

発
戦
略
の
採
用
な
ど
に
よ
り
、
経
済
活
動
の
い
っ
そ
う
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
し
て
い
く
。

地
域
主
義
の
弾
力
性
に
注
目

　

そ
う
し
た
動
き
が
国
際
経
済
秩
序
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

い
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、守
備
範
囲
と
す
る
政
策
モ
ー
ド
の
拡
大
に
失
敗
し
、

第
二
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
た
め
の
国
際
経
済
秩
序
作
り
に
つ
い

て
大
き
な
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
、
よ
り

機
動
的
な
政
策
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、地
域
主
義
が
台
頭
し
て
き
た
。

　

地
域
主
義
の
有
す
る
差
別
性
は
確
か
に
問
題
で
あ
る
が
、
地
域
主

義
の
第
三
国
に
対
す
る
差
別
的
待
遇
か
ら
生
ず
る
厚
生
低
下
は
、
貿

易
創
出
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
正
の
効
果
と
比
べ
れ
ば
、
多
く
の

場
合
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
、実
証
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
規
定
上
、
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
つ
い
て
は

差
別
待
遇
の
設
定
が
可
能
で
あ
る
が
、例
え
ば
知
財
保
護
の
よ
う
に
、

基
本
的
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
最
恵
国
待
遇
原
則
が
効
い
て
い
る
部
分
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
貿
易
円
滑
化
の
よ
う
に
、
技
術
的
に
差
別
的
待
遇
を

設
定
す
る
の
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
二
一
世
紀
型
国
際
分
業
に
対

応
す
る
政
策
モ
ー
ド
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
義
の
差
別
性
を

恐
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
積
極
的
に
政
策
環
境
を
改
善
し
て
い
く
側

面
を
積
極
的
に
評
価
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
重
層
的
に
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
ボ
ウ
ル
効
果
、
ヌ
ー
ド
ル
・
ボ
ウ
ル
効
果

が
心
配
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
既
存
の
協
定
を
変
更

す
る
こ
と
な
く
五
月
雨
式
に
締
結
し
て
い
け
る
と
い
う
意
味
で
弾
力

的
な
政
策
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
が
、
一
方
で
貿
易
体
制
の
複
雑
性
を

増
大
さ
せ
る
と
い
う
弊
害
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
、
近
年
の
実
証
研

究
に
よ
れ
ば
、
貿
易
に
対
す
る
負
の
影
響
は
軽
微
で
、
む
し
ろ
や
や

無
秩
序
で
あ
っ
て
も
次
々
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る

貿
易
自
由
化
効
果
の
ほ
う
が
大
き
い
と
の
評
価
が
、
定
着
し
つ
つ
あ

る
。
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現
在
、
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
多
数
国

間
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
が
並
行
し
て
交
渉
・
締

結
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
両
者
の

間
に
は
、
い
く
つ
か
特
徴
的
な
相
違

が
存
在
す
る
。
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交

渉
は
一
対
一
の
相
対
ベ
ー
ス
で
あ
る

た
め
、
関
心
特
定
領
域
に
つ
い
て
深

掘
り
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
経
済
協

力
な
ど
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
外
に
あ
る
政
策

モ
ー
ド
と
の
連
携
も
容
易
で
あ
る
。

一
方
、
多
数
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
多
く

の
国
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
交
渉
は

大
変
に
な
る
が
、
広
域
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
面
で
展
開
す
る
貿

易
・
投
資
を
さ
ら
に
活
性
化
し
う
る

し
、
ま
た
国
際
ル
ー
ル
作
り
に
も
威

力
を
発
揮
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
当

面
、
両
者
を
う
ま
く
使
い
分
け
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
が
、東
ア
ジ
ア
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
現
状
で
あ
る
。

　

以
上
、
第
一
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン

表　２つのアンバンドリングと貿易自由化

 第2のアンバンドリング第1のアンバンドリング

時期 19世紀後半から20世紀初頭に始まる。 1980年代以降顕著になる。

典型的な国際分業 生産と消費の国境を超えた分離、産業単位
の国際分業。

生産のフラグメンテーション、生産工程・タ
スク単位の国際分業。

主たる政策モード 関税・国境措置の撤廃。 関税・国境措置の撤廃に加え、制度的接続性
（貿易の円滑化、サービス・投資の自由化・円
滑化、政府調達の自由化、知財保護、競争政策、
規制緩和、法制・経済制度の調和・収束など）、
物理的接続性（ロジスティックス・インフラ
の整備、電気通信網の整備など）の強化。特に、
発展途上国・新興国のビジネス環境改善と、
サービス・リンク・コストの軽減。

経済学の論理 
（１）部分均衡
（産業単位・短期）

輸入競争産業：貿易自由化により、消費者
余剰が生産者余剰減少と関税収入喪失の総
計以上に増加。輸出産業：外国の貿易自由
化により、生産者余剰が消費者余剰の減少
以上に増加。

産業単位でなく生産工程・タスク単位の国
際分業が進行、資本・技術の国際間移動も
加速、生産性向上・製品差別化・イノベーショ
ンの重要性増大。これらにより、静学的・動
学的総余剰が拡大。

経済学の論理
（２）一般均衡
（国民経済全体・長期）

貿易自由化により、国際競争力の弱い産業
から強い産業への資源再配分が進み、社会
的厚生が向上。

資本・技術の国際間移動性の向上、企業活
動のグローバル化、立地の優位性をめぐる
競争激化による静学的・動学的社会的厚生
の向上。産業調整能力の重要性増大。集積
力と分散力のバランスと開発格差に関する
考慮の必要性。

政治経済学の論理 貿易保護に伴って発生していた政策レント
が喪失、レントシーキングの余地が縮小。
輸出の利益の強調、輸出産業の強化と保護
産業の縮小によるさらなる貿易自由化の促
進(ジュガーノート効果）。

直接投資獲得のための貿易・投資の自由化・
円滑化競争、地域統合へのドミノ効果、ビ
ジネス環境整備の促進、多国籍企業を積極
的に利用する開発戦略の採用などによる経
済のグローバル化が進展。

国際経済秩序への
インパクト

産業単位の棲み分け、貿易を通じた国際融
和の促進、GATT 主導の貿易自由化の有効
性。

WTO の守備範囲の限定、地域主義の台頭、
経済主導の深い統合の推進、新たな国際経
済秩序に向けての競争。
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グ
、
第
二
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
貿
易
自
由

化
の
含
意
に
つ
い
て
は
、前
ペ
ー
ジ
の
表
に
ま
と
め
て
お
い
た
の
で
、

参
照
さ
れ
た
い
。

日
本
の
課
題

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
む
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
の
経
済
統
合
の
動
き
と
東
ア
ジ

ア
経
済
統
合
の
動
き
と
は
、
い
ず
れ
も
二
一
世
紀
型
課
題
に
取
り
組

も
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
積
極
的
な
関
与
が
不

足
す
る
な
か
、
ど
ち
ら
の
試
み
も
時
代
の
要
請
に
応
え
る
だ
け
の
十

分
な
内
容
を
盛
り
込
む
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
九
つ
の
交
渉
国
に
よ
っ
て
二
四
の
作
業
部

会
が
設
置
さ
れ
、
広
範
な
政
策
モ
ー
ド
を
対
象
と
す
る
交
渉
が
進
行

中
で
あ
る
。
関
税
に
つ
い
て
は
、
即
時
撤
廃
分
を
品
目
数
ベ
ー
ス
で

九
五
％
と
し
、
最
終
的
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
品
目
に
つ
い
て
撤
廃
を

目
指
す
と
い
う
方
針
で
交
渉
が
進
ん
で
い
る
と
伝
え
ら
れ
、
確
か
に

野
心
的
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
二
一
世
紀
型
課
題
の

部
分
は
、
交
渉
国
間
の
思
惑
の
違
い
も
あ
り
、
踏
み
込
ん
だ
内
容
の

も
の
と
す
る
の
は
難
し
い
と
の
観
測
も
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
で
展
開
さ

れ
て
い
る
製
造
業
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
示
的
に
意
識
し
た
ア

ジ
ェ
ン
ダ
設
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
そ
の
ま
ま

二
一
世
紀
型
地
域
主
義
の
原
型
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
に
疑
問
符
を

2011年 8月にインドネシアで開催されたＡＳＥＡＮ経済閣僚会
議。自由化をめぐる議論をいかに深化させるか、日本の戦略が
問われている（Yusran Uccang ／ Antara ／ロイター／アフロ） 
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投
げ
か
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中

心
に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ+

１
」
の
ハ
ブ
＝
ス
ポ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
が

形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
広
域
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
と
展
開
し
て
い
こ
う
と
の
動

き
が
あ
る
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ+

３
」
を
優
先
す
べ
き
か
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ+

６
」
を
進
め
る
べ
き
か
と
い
う
中
国
と
日
本
の
間
の
綱
引
き

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
刺
激
さ
れ
た
中
国
が
構

成
国
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、
と
に
か
く
早
く
進
め
よ
う
と
の
積
極
姿

勢
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
終
わ
り
に
は
交
渉
に
入
れ
る
可
能

性
も
高
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
内
容
を
見
る
と
、
中
国
は
既
存
の

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ+

１
」 

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
ベ
ー
ス
と
す
る
自
由
化
度
の
低
い

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
志
向
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
地
域
経
済
統
合
に
お

け
る
「
ア
セ
ア
ン
中
心
主
義
（A
SEA

N
 centrality

）」
を
保
持

し
続
け
る
た
め
、
や
や
自
由
化
度
の
高
い
も
の
を
志
向
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
と
は
い
え
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
ま
ま
で
は
、
関
税
撤
廃

以
外
の
部
分
に
つ
い
て
二
一
世
紀
型
地
域
主
義
と
呼
べ
る
だ
け
の
内

容
が
す
ぐ
に
盛
り
込
ま
れ
る
可
能
性
は
低
い
。

　

二
一
世
紀
型
国
際
分
業
こ
そ
が
日
本
の
産
業
、
特
に
製
造
業
の
強

み
で
あ
り
、
日
本
は
そ
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て
国
際
経
済
秩

序
作
り
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
日
本
は
、
農
業
に
対
す

る
貿
易
保
護
と
い
う
二
〇
世
紀
型
課
題
を
い
ま
だ
に
解
決
し
て
い
な

い
た
め
、
地
域
主
義
と
い
う
政
策
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
有
効
に
使
え
な
い

状
況
に
あ
る
。
日
本
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
二
国
間
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
も

う
少
し
戦
略
的
に
展
開
す
れ
ば
、
二
一
世
紀
型
地
域
主
義
の
原
型
と
な

る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
保
護
を
温
存
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
質

の
指
標
と
な
る
関
税
撤
廃
に
お
い
て
自
由
化
度
の
低
い
も
の
を
作
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
東
ア
ジ
ア
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
農
業
保
護
を
継
続
し
て
い
て
は
、
交
渉
に

参
加
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
に
お
い
て
も
、

二
〇
世
紀
型
の
モ
ノ
の
貿
易
で
躓
い
て
い
て
は
、
二
一
世
紀
型
課
題
の

設
定
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
こ
と
な
ど
と
う
て
い
で
き
な
い
。

　

日
本
は
ま
ず
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く

と
も
農
業
の
国
境
措
置
を
今
後
一
〇
年
以
内
に
国
内
補
助
金
に
切
り

替
え
る
と
宣
言
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
参
加
の
選
択
肢
が
増
え
、
交
渉
ス
タ
ン
ス
も
大
幅
に
改
善
さ
れ

る
。
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
の
刺
激
を

受
け
て
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
も
加
速
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
東
ア
ジ

ア
経
済
統
合
の
双
方
に
お
い
て
、
日
本
が
内
容
面
で
貢
献
で
き
る
場

面
も
生
じ
て
く
る
。
逆
に
、
前
世
紀
の
積
み
残
し
に
足
を
取
ら
れ
て

戦
略
的
行
動
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
国
際
的
地
位
の

低
下
は
さ
ら
に
進
み
、
日
本
の
将
来
も
暗
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
■




